
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茨 城 支 部 便 り 

第 ６１ 号 

２０１７年１０月２０日 

編集兼発行人 

谷口 正俊 
 

HITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHI 

日立社友クラブ茨城支部ホームページ  http://shayuu-iba.la.coocan.jp/ 
日立理科クラブホームページ          http://www.hitachi-rika.com/ 

１ 

霞ヶ浦の風物詩「帆引き船と筑波山」 
撮影者：溝口 忠憲 
撮影日：平成 27年 9月 20日 
カメラ：ニコン D600 
Ｓ速度 1/1000、 絞り f4.5、焦点距離 122mm 

撮影場所：霞ヶ浦 
撮影余話：中学生の時に社会科の授業で霞ヶ浦
独特の漁法として習った帆引き網漁法は、高
度成長の時代に姿を消しましたが、その後霞
ヶ浦の風物詩観光帆引き船として復活してい
ます。最近はカラフルな七色帆引き船が人気
ですが、昔ながらの真っ白い帆に包み込まれ
るように筑波山を入れて撮影しました。後世
に残したい美しい風物です。 

リレー随筆（６１）  

日立理科クラブの歩みと更なる発展を期して 
            佐藤 一男 

 日立理科クラブも設立以来９年目
を走っています。順調のようですが、
苦労の歳月でした。2009年５月開所に
漕ぎつける前の３年間が大変でした。 
私が茨城支部の支部長になったば

かりの頃でしたが、退職の挨拶に金
井・庄山両相談役の所へ伺った時、｢子供たちの理科嫌
いは重大な問題だ。何とか出来ぬか｣と持ちかけられた
のが発端でした。 
早速日立市に戻り、当時の樫村市長(故人)と河井教

育長に面談をお願いしました。そこで｢子供たちは理科
が楽しくない｣と言っていることを知り、楽しくするに
は｢楽しい実験｣をすべきだと直感しました。仲間集め
に際し、教員免許のない日立ＯＢは尻込みでした。活
動資金の目途もありません。教育委員会はやる気十分
ですが、学校現場はそれ程でもありません。正直言っ
て茨城支部も冷めており、五里霧中でした。 
 局面が打開に向かったのは、加藤洋明さん(故人)が
進めていた原子力広報活動｢ひわまり｣の方たちが協力
を約束してくれたことでした。さらに、日立技術士会
と東工大｢くらりか｣に理科実験モデル教室を開催して
貰い、広くＰＲした結果仲間が集まり始めたのです。 
先生方のために｢夏休み理科教室｣を開催して日立理

科クラブを理解していただきました。クラブの教育方
針は、｢手作りの教材で、学校現場に根差した楽しい理
科実験をしよう｣でしたから、協力を得るのが早かった
ようです。小学校 25校へ配属した｢理科室のおじさん」
は鍵を外し理科室を開放してくれました。クラブで開
くモノづくり教室、水ロケット教室にも多くの子ども
たちが集まってくれました。おかげさまで｢理科が楽し
い」という感想文が多くなり、今では｢将来、科学者に

なりたい｣という子が出始めています。また、全国学力
テスト時の｢理科が好きですか｣というアンケートで、
日立市の子どもたちは全国平均を 10％上まわる好結
果を残してくれました。 

2015 年 11 月、公益財団法人から｢社会貢献賞｣をい
ただきました。子ども
たちの理科教育に活躍
している企業ＯＢのボ
ランティア活動が高く
評価されました。また、
2017年５月 11日、ＮＨ
Ｋラジオ深夜便で｢ぼ
くら理科室のおじさ
ん｣が放送され、広く全
国に知れ渡りました。 
私も今年傘寿になっ

て、代表理事を降り、顧
問になりました。小川
市長から温かい感謝状
をいただきました。こ
れは子どもたちとクラ
ブ会員を代表していた
だいたものと理解して
います。 
開所式の時、当時の樫村市長が｢当市からノーベル賞

を出すには、20年、30年はかかります。｣と言ってい
たのが思い出されます。まさに｢教育は継続｣です。10
年先も、20年先も小中学生の理科学教育が発展するよ
う頑張りたいと思います。 
 日立理科クラブは、｢産｣｢学｣｢官｣そして｢企業ＯＢ｣
の協調で大きく発展しました。今後は企業ＯＢだけで
はなく多くの市民が参加する理科学都市・日立市へ挑
戦しようではありませんか。ご協力のほどよろしくお
願いいたします。 
 

社会貢献賞を受賞 

小川市長より感謝状 

http://shayuu-iba.la.coocan.jp/
http://www.hitachi-rika.com/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員投稿（第６１回）  

音楽を一つの趣味とした歩み 
         《Ｈ響、ヒマナスターズでの演奏活動》     田原 和雄 

楽
器
の
音
に
魅
せ
ら
れ
窓
越
し
に
覗
い
た

と
こ
ろ
、
先
輩
か
ら
ラ
ッ
パ
を
吹
い
て
み

な
と
誘
わ
れ
た
の
が
発
端
で
、
興
味
本
位

に
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
に
唇

を
当
て
強
息
で
吹
い
た
時
、
た
ま
た
ま
音

が
出
て
お
前
は
上
手
だ
と
褒
め
ら
れ
た
こ

と
が
縁
の
始
ま
り
だ
っ
た
。
中
学
校
で
は

音
の
柔
ら
か
い
ア
ル
ト
ホ
ル
ン
を
吹
き
、

そ
の
秋
に
は
先
輩
方
の
努
力
の
お
か
げ
で

文
化
放
送
主
催
の
全
国
中
学
校
音
楽
大
会

(

東
京
の
神
田
共
立
講
堂
で
開
催)

に
参
加

で
き
た
。
当
時
は
楽
器
の
ケ
ー
ス
も
な
く
、

自
作
す
る
こ
と
に
な
り
、
楽
器
の
寸
法
を

測
り
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
作
り
上
げ
た
。

今
思
う
と
そ
れ
が
私
の
物
作
り
の
原
点
に

な
っ
た
と
思
う
。
そ
の
当
時
は
体
も
小
柄

で
椅
子
に
座

る
と
つ
ま
先

が
よ
う
や
く

床
に
着
く
よ

う

な

状

況

で
、
緊
張
し

な
が
ら
も
滝

廉
太
郎
作
曲

の
『
荒
城
の

月
』
を
無
事

演
奏
し
た
時

の
嬉
し
さ
は
今
も
覚
え
て
い
る
。
工
業
高

校
は
質
実
剛
健
の
気
風
で
、
今
年
で
創
立

百
周
年
を
迎
え
る
が
、
当
時
の
校
長
先
生

は｢

技
術
者
と
な
る
前
に
人
間
と
な
れ
！

感
激
性
あ
る
人
生
を
送
れ
！｣

を
朝
礼
の

度
に
述
べ
て
い
た
。
入
学
と
同
時
に
吹
奏

昭和 29 年全国中学校音楽大会 
前列つま先を立てているのが筆者 

音
楽
と
の
馴
れ
初
め 

 

初
め
て
楽
器
に
触
れ

た
の
は
郷
里
山
梨
の
中

学
に
入
学
す
る
直
前
の

春
休
み
で
あ
っ
た
。
中

学
校
の
音
楽
室
か
ら
の

楽
部
に
入
部
し
、
音
の
柔
ら
か
い
コ
ル
ネ

ッ
ト
を
担
当
し
、
野
球
が
強
か
っ
た
の
で

県
内
及
び
関
東
大
会
に
も
応
援
団
と
共
に

参
加
し
た
。
特
に
夏
の
暑
い
盛
り
の
ア
ル

プ
ス
ス
タ
ン
ド
で
の
行
進
曲
演
奏
は
体
力

と
の
勝
負
で
も
あ
っ
た
が
、
今
は
懐
か
し

い
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
。 

日
立
交
響
楽
団
と
の
出
会
い 

昭
和
三
十
四
年
九
月
中
旬
頃
、
日
立
に

就
職
が
決
ま
り
、
そ
の
数
日
後
に
伊
勢
湾

台
風
が
潮
岬
か
ら
上
陸
、
山
梨
も
水
害
、
山

崩
れ
に
よ
る
電
車
線
路
寸
断
、
葡
萄
棚
倒

壊
等
の
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
今
で
も
そ

の
光
景
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
昭
和
三
十
五

年
三
月
に
日
立

製
作
所
日
立
研

究

所

に
入

所

し
、
日
立
交
響

楽
団(

Ｈ
響
と

略
称)
に
も
入

団
し
た
。
そ
の

年
は
日
立
製
作

所
創
業
五
十
周

年
に
当
た
り
、

十
一
月
三
日
に

新
装
の
小
平
会

館
で
記
念
式
典

が
挙
行
さ
れ
、
そ
の
当
時
の
倉
田
社
長
の

挨
拶
を
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ボ
ッ
ク
ス
の
中
で

聞
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
Ｈ
響
第
十

六
回
定
期
演
奏
会
は
『
創
業
五
十
周
年
記

念
演
奏
会
』
と
し
て
十
一
月
六
日
に
開
催

さ
れ
、
作
曲
家
の
服
部
正
氏
に
作
曲
依
頼

し
て
い
た
交
響
的
前
奏
曲｢

日
立
讃
歌｣

と

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
作
曲
第
九
番
交
響
曲｢

合

唱
付｣

を
演
奏
し
た
。
特
に
交
響
曲
第
九
番

は
芸
大
出
身
の
ソ
リ
ス
ト
を
招
き
、
Ｈ
響

と
各
工
場
の
合
唱
団
が
一
丸
と
な
っ
て
進

め
て
き
た
大
規
模
な
演
奏
会
で
、
そ
の
迫 創業 50周年記念演奏会(昭和 35年) 

力
と
素
晴
ら
し
さ
に
感
激
し
た
。
昭
和
四

十
一
年
に
は
日
本
貿
易
振
興
財
団
に
よ
り

｢

日
立
交
響
楽
団｣

の
映
画
が
作
ら
れ
、
撮

影
が
深
夜
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
国

内
及
び
欧
米
で
放
映
さ
れ
高
い
評
価
を
受

け
た
。
昭
和
五
十
二
年
は
Ｈ
響
創
立
二
十

五
周
年
で
記
念
誌
の｢

日
立
交
響
楽
団
史｣

の
編
纂
に
も
参
加
で
き
た
。
定
期
演
奏
会

は
現
在
百
二
十
三
回
を
数
え
、
地
域
文
化

発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。
Ｈ
響
退
団
は
ア

マ
チ
ュ
ア
の
命
で
あ
る
練
習
に
参
加
で
き

な
く
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。 

 

ヒ
マ
ナ
ス
タ
ー
ズ
と
の
出
会
い 

ヒ
マ
ナ
ス
タ
ー
ズ
は
昭
和
三
十
六
年
に

多
賀
工
場
同
期
入
社
で
、
そ
の
後
茨
専(

日

工
専
の
四
期)

を
経
て
か
ら
、
桜
川
寮
に
入

寮
し
た
同
期
の
仲
間
で
結
成
し
た
と
聞
い

て
い
る
。
当
時
は
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
や
寮

祭
等
で
演
奏
し
て
い
た
が
、
会
社
は
成
長

期
で
あ
り
、
新
た
な
工
場
へ
の
メ
ン
バ
ー

の
転
勤
、
多
忙
な
毎
日
等
で
自
然
消
滅
し

て
い
る
。
正
に
あ
れ
か
ら
四
十
年
！
、
当
時

の
メ
ン
バ
ー
が
定
年
に
な
り
、
米
国
で
二

十
三
年
間
工
場
の
立
ち
上
げ
等
に
携
わ
っ

て
き
た
一
人
が
帰
国
し
た
の
を
機
に
再
結

成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
当
初
の

ス
チ
ー
ル
ギ
タ
ー
は
老
朽
化
し
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
で
代
わ
り
が
で
き
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
筆
者
も
参
加
す
る
機
会
を
得
た
。
演

奏
曲
目
は
日
立

出
身
の
作
曲
家

吉
田
正
先
生
の

ム
ー
ド
歌
謡
を

中
心
と
し
、
青

春
時
代
に
憧
れ

た
マ
ヒ
ナ
ス
タ

ー
ズ
を
も
じ
っ

て
ヒ
マ
ナ
ス
タ

ー
ズ
と
し
て
２

2008 年ヒマナスターズ再結成 
吉田正音楽記念館にて 

０
０
８
年
秋
に
再
結
成
し
た
。
当
初
、
メ
ン

バ
ー
は
８
名(

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
フ
ル
ー

ト
、
ベ
ー
ス
ギ
タ
ー
、
ウ
ク
レ
レ
、
ギ
タ
ー

が
各
１
名
、
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
３
名)

で
あ
っ

た
が
三
年
前
に
メ
ン
バ
ー
１
名
を
病
で
失

い
、
現
在
７
名
で
活
動
し
て
い
る
。
演
奏
は

日
立
市
の
交
流
セ
ン
タ
及
び
集
会
所
等
と

ひ
た
ち
な
か
市
、
水
戸
市
、
那
珂
市
、
常
陸

太
田
市
、
遠
く
は
筑
西
市
や
福
島
県
川
内

村
等
か
ら
の
依
頼
に
対
応
し
９
年
間
で
１

０
０
回
近
い
演
奏
会
を
積
み
重
ね
て
い

る
。
特
に
吉
田
記
念
館
主
催
の｢

吉
田
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
歌
お
う｣

、
日
立
ブ
ー
ケ
・
ラ
イ

オ
ン
ズ
主
催
の

｢

チ
ャ
リ
テ
ィ

コ
ン
サ
ー
ト｣

は
音
楽
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、

そ
こ
で
の
演
奏

は
緊
張
感
と
達

成
感
で
良
き
刺

激
を
受
け
て
い

る
。
演
奏
内
容

は
懐
か
し
い
吉

田
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
皆
様
と
共
に
楽
し
む
ス

タ
イ
ル
が
好
評
で
年
配
者
に
親
し
ま
れ
て

い
る
。
こ
の
た
め
演
奏
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
聴

衆
に
合
わ
せ
た
選
曲
と
一
緒
に
歌
う
等
の

工
夫
を
し
、
自
ら
も
楽
し
み
な
が
ら
演
奏

を
続
け
て
い
る
。
今
、
愛
用
し
て
い
る
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
は
Ｈ
響
入
団
当
時
か
ら
世
話
に

な
っ
た
先
輩
の
形
見
で
、
今
後
と
も
先
輩

に
恥
じ
な
い
演
奏
を
心
が
け
、
メ
ン
バ
ー

共
々
感
激
性
あ
る
演
奏
活
動
を
続
け
た
い

と
考
え
て
い
る
。 

 

田
原
和
雄
氏 

連
絡
先 

〒316
-003

2

日
立
市
西
成
沢
町2-32

-13 

電
話 

0294
-35-

6644 
peace-tahara@kfa.biglobe.ne.jp

 

2016 年吉田メロディー演奏風景 

２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員のたより  

同好会行事に参加して て人間的に成長するという素晴らしい効果がある？)。
その後の新年会にも参加し、何の根拠もなく小生にも
できそうだと翌２月から入会させていただきました。
それから２年、まだまだ納得できるような句はありま
せんが、季節に敏感になったり、花や昆虫に興味を持っ
たりと何か得した気分です。同じ写真でそれぞれが句
を作る年３回の題詠会では他の会員の作品に感心し、
皆で小旅行し句を作る吟行会では俳人になった気分を
味わえるなどさまざまな経験もしました。 
｢写真五七五｣では俳句と川柳の仲間を募集していま

す。貴方も会員になってみませんか。 

｢写真五七五｣            細江 徹 

文芸的な才はないので、自分自身俳句を
作れるとは思ってもいませんでした。チャ
レンジのつもりで取りあえず 2015 年１月
見学という形で例会に参加しました。各自
がその月に詠んだ３作品を発表し皆さん

で合評しあう(結構辛口のコメントが多く、それに耐え

｢デジカメクラブ｣     小林 康浩 
デジカメクラブに参加するようになっ

たのは支部の第１回｢同好会合同写真展｣
が催された 2005年の頃からで、その時の
写真展では｢野鳥コーナー｣に野鳥の写真 

を出品していました。当時、私は野鳥観察用スコープと
コンパクトデジカメを組み合わせたデジスコ撮影にの
めりこみ、毎年のように北海道や山形の飛島に出かけ
て野鳥を追い回しておりました。デジスコ撮影は野鳥
の超望遠撮影には威力を発揮しますが、速写性に弱く
動きの速い野鳥撮影では失敗が多くいつも泣きを見て
いました。その後、念願の一眼レフを購入して撮影対象
も広がり、現在は野鳥撮影だけでなく風景や花の撮影
も楽しんでいます。例会では毎回皆さんから作品の紹
介があり、構図や画像の補正について解説して頂くの
が大変勉強になって作品づくりの強力な糧となってい
ます。また、毎月の撮影会にも参加しています。例年開
催されている同好会合同写真展には自己満足の写真を
出品して自画自賛している今日この頃です。 

８月１日の旅行会に参加して｢箱根｣に
行きました。ナニ？今｢箱根｣と思う方が
多いと思いますが、大涌谷の噴煙も見ら
れ、復元された関所跡が往時を偲ばせる
など、日々変化していることに驚かされ

「旅行会」          伊藤 久雄 

ました。３月の旅行会では｢目黒川・雅叙園｣の桜を見
に行きました。残念ながら花はまだ少し早かったので
すが、雅叙園の百段階段に連なる、個人では入りにく
い珍しい歴史を感じる座敷を見せてくれました。 
秋には日光に行く計画があるようです。いまさら日

光と思うでしょうが平成の大修理で華やかになった陽
明門のほかに、｢逍遥園｣と呼ばれるお庭の、秋の景色
は期待できそうです。 
旅行会はデジカメクラブの撮影会を兼ねており、幹

事さんの努力で、折々の良い被写体を求め、個人では
訪れにくい所へ連れて行ってくれます。皆様もどうぞ。 

どうか皆様からＯＢ会等で各同好会の活動をＰＲし
て頂き、親睦の和の拡大にご協力をお願いします。 

日立社友クラブ理事会・茨城支部役員会報告 

＊第 66期-第４回 日立社友クラブ理事会報告 
１．開催日：平成 29年９月７日(木) 
２．議事 
・新入会員の件： 

48名が入会され、９月７日時点の会員数は 7,038
名となった。 

・第 67回日立社友クラブ総会の件： 
10月６日(金) ホテルニューオータニで実施。 
長寿祝  白寿：６名 米寿：95名 喜寿：475名 

＊平成 29年９月 茨城支部役員会報告 
１．開催日：平成 29年９月 14日(木) 
２．議事 
・新入会員の審議： 
新入会員１名の審議が行われ、入会が承認され
た。９月 12日現在で茨城支部会員数は 1,030名
となった。(昨年同期比 32名減) 

・支部ホームページ管理体制変更の件： 
これまで安田 出氏に管理を委託していたが、10
月から茨城支部事務局で管理することになっ
た。詳細については、別途ご連絡します。 

＊茨城支部新入会員勧誘のお願い 

会員の高齢化に伴い会員数が減少方向にあります。

年会費納入お忘れの方にお願い 
会費(同好会費含む)の納入をお忘れの方には、個

別にその内容を別紙にてご通知していますので、ご
確認の上、納入下さるようお願いします。 

訃 報 真に残念ですが、苦楽を共にした次の 
方がお亡くなりになりました。 
衷心よりご冥福をお祈りいたします。 
志賀 好美 平成 29年 04月 22日 享年 90歳 
大和田敬冶 平成 29年 05月 09日 享年 85歳 
小野 茂  平成 29年 07月 17日 享年 95歳 
竹内 茂隆  平成 29年 08月 05日 享年 80歳 
梅村 和男  平成 29年 08月 12日 享年 80歳 
宇野 利男 平成 29年 08月 21日 享年 91歳 
山崎 精二 平成 29年 09月 22日 享年 92歳 

茨ネット加入のお願い 
茨城支部は会員向けのメーリングリスト｢茨ネッ

ト｣で、会員の動向、同好会の開催案内などを発信
しています。茨ネット会員へのメールによる支部総
会の出欠確認により経費節減も図っています。メー
ルアドレスをお持ちの方で未加入の方は是非加入
をお願いします。無料です。加入申込みは中村浩三
(kozo@nakamura.email.ne.jp)までお願いします。 
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同好会の行事ご案内（11月～１月） ２．第 74回研修会  

【花王(株)栃木工場見学と真岡市散策】 

栃木県にある花王(株)栃木工場と真岡市の井頭公
園・ＳＬキューロク館・真岡木綿会館・二宮尊徳資料
館を見学します。 
皆様の参加をお待ちしております。 

・開 催 日：平成 29年 11月 9日(木) 
・集 合：大甕駅前(常陽銀行大みか支店前) 7:00 

日立電鉄交通サービス南営業所   7:15  
・帰 着：大甕駅前   17:45頃の予定 
・会 費：5,500円予定(バス、昼食代、他) 
・募集人員：先着 40名 
・申込締切：10月 20日(金) 
      住所、氏名、電話番号を連絡下さい。 
・申 込 先：奥村 清   

Tel/Fax：0294-36-0308 
E-mail ：kiyoshi-okumura@net1.jway.ne.jp 

 

１．第 71回歩こう会 

【小木津海岸から十王川 鮭の溯上】 

・開 催 日 ： 平成 29年 11月 2日(木) 
雨天 11月 16日(木) 

・集  合：小木津駅東口 10:00 
・コ ー ス：小木津駅東口発 10:10→南静公園→小木 

津海岸→川尻港→川尻海岸（昼食）→十王川を 
上る→十王前横穴墓群→十王川を上る→十王駅 
着 14時頃解散 (平坦地 全長約８km)  

・持 参 品：弁当、飲物、雨具等 
・会  費：200円(非会員 500円) 
・申込締切：10月 26日(木) 
・申 込 先：石橋 康正 
   Tel/Fax：0294-37-0439/050-1485-5973 
     E-mail ：yasumasa_ishibashi@ybb.ne.jp 
 ３．定例行事予定一覧（開催日・場所・時間などは各グループより、別途茨ネット等により連絡いたします) 

グループ名 連   絡   先  
実施日(曜日) 

場   所  時間  備   考  
11 月 12 月 1 月 

野鳥･自然観察 
グループ 

本宮公夫 0294-42-3576 
motomiyakm@kna.biglobe.ne.jp 

27(月)   小山ダム 
 
 

御前山 
粟原 

9:00～ 
参加費：\300/回 
原則雨天中止 

 18(月)  久慈川河口 9:00～ 

  15(月) 千波湖 9:00～ 

囲碁の会 

日立 
地区 

助川一弥 080-3443-3577 
kazy.sukegawa@net1.jway.ne.jp 

8(水) 
13(水)   
大会 

10(水) 
大みか拠点 

 10:00～ 
(大会 
 9:30～) 

参加費：\100/回 
大会：\1000 

22(水) 27(水) 24(水) 

勝田 
地区 

七海 清  029-273-8450 
fwny8718@mb.infoweb.ne.jp 

16(木) 21(木) 
18(木)
大会 

大島コミュニ
ティセンター 

  9:00～ 
参加費：\200/回 

大会：\700 

料 理 教 室 
澁口七郎 0294-43-5134 
s-shibuguchi@net1.jway.ne.jp 

13(月) 11(月) 15(月) 
明治商会  10:00～ 参加費：\1700/回 

27(月) ― 22(月) 

卓球クラブ 
長瀬寿美雄 0294-53-8235 
cho_san@estate.ocn.ne.jp  

1、8 
15(水) 

6、13 
20(水) 

10、17 
24(水) 

会瀬体育館 
9:00～ 
12:00 

参加費、会場費等 
まとめ：\4500/年 

デジカメ 
クラブ 

溝口忠憲 029-219-6576 
mizogut@beach.ocn.ne.jp 

6(月) 4(月) 11(木) 大みか拠点 
 10:00～ 
15:00 

参加費：\1000/回 
昼食代含む 

写真五七五 
小林啓治 0294-35-3931 
kt-koba@net1.jway.ne.jp 

3(金)   
吟行会 

1(金) 5(金) 
11/3 以外は 
大みか拠点 

  9:00～ 
12:00 

参加費：\300/回 
昼食別途 

パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ 

ＨＰの会 
中村 進 0294-52-5525 
ssm2332@knh.biglobe.ne.jp 

7(火) 5(火) 9(火) 大みか拠点 
 10:00～ 
15:00 

参加費：\200/回 
昼食別途 

基礎講座 
安田 出  0294-37-1959 
yasuda@i.email.ne.jp 

14(火) 12(火) 9(火) 大みか拠点 
 10:00～ 
15:00 

参加費：\1000/回 
昼食代含む 

勝田地区 
佐々木六漏 029-275-2567 
sasak6318@nifty.com 

28(火) 26(火) 23(火) 
ひたちなか市
ワークプラザ 

 13:15～ 
16:00 

参加費：\700/回 

Acrobat Ⅺ 
講座 安田 出  0294-37-1959 

yasuda@i.email.ne.jp 

17(金) 15(金) 19(金) 大みか拠点 
 10:00～ 
15:00 

参加費：\1000/回 
昼食代含む 

Excel 初級 
講座 

30(木) 21(木) 25(木) 大みか拠点 
 10:00～ 
15:00 

参加費：\1000/回 
昼食代含む 

 注）旅行会(連絡先；安田 出)は、開催が不定期なので、茨ネットを通じて開催をご案内しています。  

 

第 13回 デジカメ写真展のご案内 

デジカメクラブ、写真五七五グループ、野鳥・自然観
察グループ合同で写真展を開催します。会員が撮影し
た傑作や楽しい写真がいっぱいです。ご家族、ご友人お
誘いあわせの上、ご来場をお待ちしております。 

・日時： 12 月 8 日(金)～12 月 12 日(火) 9:00～17:00 
（初日は 12:00 から、最終日は 15:00 まで） 

・場所： 多賀市民プラザ １階ギャラリー 

 

編集後記 佐藤さんの理科クラブの歩み、日本は科学
技術で生きてゆくしかない。その原点である理科を子
供たちにいかに楽しく学ばさせるか？ 産学官と企業
ＯＢの強い協調関係を築いてこられたことに敬意を表
します。田原さんの演奏活動、トランペットとの出会
いが中学時代、全国大会出場の快挙。日立入社後はＨ
響、定年後は｢ヒマナスターズ｣を結成。まさに趣味の
音楽を通して地域文化発展に貢献されていること立派
です。               谷口 正俊 

４ 


